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[結果】 MUC 181例、 non-MU(ラ 4125例の比故では、 hNCは有意に右側緒腸に多く、腫癖
は大きく、 St喝eがより進んでいた。遠隔転移については肝転移の率は有意差を常めなかっ
たが、腹膜播種は有意にMUcで多かった。予後は、全Stageで比較すると5年生存率は











ころ、性別(男性) 、腸閉塞(育) 、擾潤先進部発育形態(h蝕rating growthtype)?)ま予後不
良因子として抽出された.これらの因子数によって、低リスク群(0または1個) 、中リス



























(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 0 0字以内で作成のこと. )
大腸粘液癌は通常型大腸腹痛と比べて異なる臨床病理学的特徴を有することが報告されてい
る。予後に関しては悪いという報告と変わらないという報告があり結静がでていない。また、
大腸粘液癌の予後規定因子について通常型大腸腺癌で報昏されている浸潤先進部の病理組織学
的因子について詳細な報告が少ない。
そこで、大腸粘液痛と通常型大腸腺溝の臨床病理学的因子と予後について、さらに大腸粘披痛
の予後規定国子について検討を行い,以下の点を明らかにした。
1 )大腸粘液痛は通常型大腸腺癌と異なる臨床病理学的特徴(右側籍腸に多い、腫癖が大き
い、腹膜播種が多い, Stageがより進んでいる)を有する。
2)大腸粘液痛はよりStageが進んでいることによって、予後が全体として悪く、大腸粘液
醇それ自体の恵性度が高いわけではない。
3 )浸潤先進部の病理組織学的園子に着目して解析を行った結果.浸潤先進部発育形態
(Infiltrating growth type)が独立した予後規定因子として抽出された。
4)大腸粘液痛を3つ(性別・腸閉塞・浸潤先進部発育形態)の予後規定因子の数によって、
低、中、高リスク群に分類すると予後に反映することができた。
本論文は、大腸粘液癌に関して浸潤先進部の病理組織学的特徴について新しい知見を与えた
ものであり、最終試験として静文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学
位論文に値するものと琵められた。
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